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Over-adaption was examined in terms of “External over-adaptation behaviors” (inhibition behavior), 
defined as the desire to be positively considered by others, considerate behavior to others, and efforts to fulfill 
the expectations of others, as well as “Internal feelings of maladaptation,” (Feelings of self-imperfection). This 
study was designed to identify factors that reduce over-adaptation behavior. It was hypothesized that the cozy 
feeling in a person’s “place to stay,” or Ibasyo, where he or she can express the self as it is (the sense of 
security, the sense of a role, and the sense of acceptance) influences external over-adaptation behavior through 
internal maladaptation. University students (n ＝ 184) responded to a questionnaire. The responses were 
analyzed to identify the relationship between Ibasyo, external over-adaptation behavior, and internal 
maladaptation feelings. The results indicated that the sense of a role resulted in inhibition behavior and 
consideration for others through feelings of Self-imperfection. It is concluded that the Ibasyo reduces over-
adaptation tendencies and promotes adaptation in over-adaptive people.
























































































































































































































































































































































Table 1　青年期前期用過剰適応尺度の因子分析 （最尤法・プロマックス回転） 結果
項目内容 F1 F2 F3 F4 F5 共通性
F1　自己抑制行動 （α＝ .90）
　33_ 自分の気持ちをおさえてしまうほうだ .84 .02 .08 －.06 .04 .77
　09_ 考えていることをすぐには言わない .83 －.30 －.06 －.04 .11 .49
　10_ 思っていることを口に出せない .81 .07 －.12 －.02 .18 .73
　14_ 心に思っていることを人に伝えない .76 .10 －.02 .09 －.09 .68
　26_ 相手と違う事を思っていても、それを相手に伝えない .72 .01 .12 .04 －.08 .60
　15_ 自分の意見を通そうとしない .71 .01 .02 －.09 －.03 .48
　21_ 自分自身が思っていることは、外に出さない .67 .06 .03 .16 －.25 .55
F2　自己不全感 （α＝ .87）
　12_ 自分には、あまりよいところがない気がする －.13 1.00 －.09 －.01 －.04 .79
　18_ 自分の評価はあまりよくないと思う －.10 .85 －.10 －.06 .07 .59
　13_ 自分には自信がない .01 .84 －.13 .08 .05 .70
　02_ 自分らしさがないと思う .02 .57 .05 .10 .01 .42
　32_ 自分のあまりよくないところばかり気になる .21 .53 .14 －.06 .06 .57
　23_ 自分はひとりぼっちと感じることがある .11 .43 .27 －.15 －.04 .38
F3　人からよく思われたい欲求 （α＝ .87）
　27_ 人から気に入られたいと思う .06 －.14 .82 .04 －.02 .64
　20_ 自分をよく見せたいと思う .10 －.10 .81 －.15 －.04 .54
　31_ 相手にきらわれないように行動する .10 .19 .60 .04 .05 .66
　30_ 人からほめてもらえることを考えて行動する －.20 .08 .59 .15 .11 .50
　05_ 人から認めてもらいたいと思う －.13 －.09 .54 －.03 .39 .52
　29_ 相手がどんな気持ちか考えることが多い .00 －.05 .51 .37 －.13 .47
　17_ 他人の顔色や様子が気になる方である .11 .28 .44 .04 .20 .65
F4　他者配慮的行動 （α＝ .76）
　07_ 自分が少し困っても、相手のために何かしてあげることが多い .00 －.03 －.02 .80 .13 .701
　9_ 人がしてほしいことは何かと考える －.17 .05 .34 .60 －.12 .54
　04_ とにかく人の役にたちたいと思う .04 －.31 .09 .51 .38 .59
　01_ 「自分さえ我慢すればいい」と思うことが多い .14 .21 .00 .44 .02 .38
　03_ つらいことがあっても我慢する .30 .14 －.27 .40 .11 .33
F5　期待に沿う努力 （α＝ .74）
　08_ 期待にはこたえなくてはいけないと思う －.02 .01 －.06 .30 .64 .61
　06_ 期待にこたえないと、しかられそうで心配になる .01 .24 .16 －.06 .64 .67
因子相関行列
F1 － .60 .38 .30 .23
F2 － .43 .23 .26


































自己抑制行動は、自己不全感 （r＝ .55, p<.01）
において比較的強い正の相関がみられ、人から良
く思われたい欲求 （r＝ .38, p<.01）、他者配慮的
行動 （r＝ .36, p<.01）、期待に沿う努力 （r＝ .30, 
p<.01） において、弱い正の相関がみられた。ま
た、安心感 （r＝-.20, p<.01）、役割感 （r＝-.24, 
p<.01） において、負の弱い相関がみられ、被受
容感 （r＝-.17, p<.05） においてはほとんど相関
がみられなかった。
自己不全感は、人から良く思われたい欲求 （r
＝ .45, p<.01） において、比較的強い正の相関が
みられ、他者配慮 （r＝ .30, p<.01）、期待に沿う
努力 （r＝ .39, p<.01） において、弱い正の相関が















































.57, p<.01）および期待に沿う努力 （r＝ .57, p< 
.01） において、比較的強い正の相関がみられ、安
心感 （r＝ .04, n.s.）、役割感 （r＝ .05, n.s.）、被受
容感 （r＝-.01, n.s.） においては相関がみられな
いて、比較的強い負の相関がみられ、安心感 （r




項目内容 F1 F2 F3 共通性
F1　安心感 （α＝.94）
　07_ 一緒にいると、居心地がいい人がいる .90 －.06 －.05 .68
　14_ 一緒にいると、ホッとする人がいる .86 －.10 .07 .73
　04_ 一緒にいると、安心する人がいる .85 .03 －.08 .65
　01_ ありのままの自分でいいのだと感じる居場所がある .84 .02 －.09 .62
　09_ 一緒にいると、くつろげる人がいる .78 －.11 .11 .64
　03_ ありのままの自分を表現できる居場所がある .69 .15 －.05 .56
　12_ 自分らしくいられる居場所がある .67 .09 .11 .67
　06_ 一緒にいると、ここにいていいのだと感じる人がいる .53 .23 .16 .69
F2　役割感 （α＝.92）
　10_ 誰かの役に立っている －.17 1.02 －.03 .83
　13_ 誰かの支えになっている －.01 .87 .06 .80
　17_ 誰かから頼りにされている .00 .84 .01 .72
　11_ 必要としてくれる人がいる .02 .78 .10 .74
　19_ 誰かのためにできることがある －.02 .70 .09 .56
　05_ 誰かに対して、自分にしかできない役割がある .09 .70 －.09 .49
　02_ 誰かと一緒にいると、自分のことをかけがえのないの人間なのだと感じる .30 .55 －.20 .40
F3　被受容感 （α＝.92）
　08_ 無条件に愛してくれる人がいる －.13 －.04 .95 .71
　20_ 私を大切にしてくれる人がいる .15 －.11 .83 .79
　18_ 無条件に受け入れてくれる人がいる .07 .08 .79 .81
　16_ 心から泣いたり笑ったりできる居場所がある .30 .12 .47 .65
　15_ いつでも私を受け入れてくれる人がいる .39 .08 .46 .74
因子相関行列




 2 3 4 5 6 7 8 M SD
1　自己抑制行動 .55** .38** .36** .30** －.20** －.24** －.17* 3.33 0.87
2　自己不全感 .45** .30** .39** －.34** －.48** －.34** 3.50 0.90
過剰適応 3　人からよく思われたい欲求 .57** .57**  .04  .05 －.01 3.98 0.68
4　他者配慮的行動 .54**  .03  .17* －.03 3.67 0.69
5　期待に沿う努力  .06  .05  .01 3.51 1.00
6　安心感  .62**  .80** 4.20 0.72





































他者配慮的行動は、期待に沿う努力 （r＝ .54, p 
<.01） において、比較的強い正の相関がみられ、
役割感 （r＝ .17, p<.05） において、相関がほとん
ど見られなかった。安心感 （r＝ .03, n.s.）、被受
容感 （r＝-.03, n.s.） においては相関がみられな
かった。
期待に沿う努力は、安心感 （r＝ .06, n.s.）、役
割感 （r＝ .05, n.s.）、被受容感 （r＝ .01, n.s.） にお
いて相関がみられなかった。
安心感は、被受容感 （r＝ .80, p<.01） におい
て、強い正の相関がみられ、役割感 （r＝ .62, p< 
.01） において、比較的強い正の相関がみられた。





















＝38.56 （p<.001），GFI＝ .91，AGFI＝ .71，CFI＝ 
.78，RMSEA＝ .25であった。なお、GFIは .90を
上回っているものの、AGFI，CFIは低く、RMSEA
も .10を超えており、この解は今後検討の必要が
あるといえる。
分析の結果、心理的居場所感における役割感か
ら過剰適応における自己不全感へは有意な負の影
響 （β＝-.48, p<.001）、自己不全感から自己抑制
行動および他者配慮的行動へ有意な正の影響を及
Figure 3　各尺度の共分散構造分析結果
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感との間には、ほとんど相関がみられなかった。
このことから、一緒にいることで安心できる（安
心感）ことや、自分自身が周囲の役に立ってい
る、頼りにされていると感じられる （役割感）、無
条件に自分自身を受け入れてもらえていると感じ
る （被受容感） 場所や関係性があることと、他者
に対して意識を向け配慮する行動 （他者配慮的行
動）とは関連がないことが示された。
過剰な外的適応行動における期待に沿う努力と
心理的居場所感における安心感、役割感、被受容
感との間には、ほとんど相関がみられなかった。
このことから、一緒にいることで安心できる （安
心感） ことや、自分自身が周囲の役に立っている、
頼りにされていると感じられる （役割感）、無条
件に自分自身を受け入れてもらえていると感じる
（被受容感） 場所や関係性があることと、周囲や
他者からの要求に応えようと努力する行動 （期待
に沿う努力） とは関連がないことが示された。
心理的居場所感と過剰適応傾向の構造モデルの検討
心理的居場所感 （安心感、役割感、被受容感） か
ら、過剰適応傾向の内的不適応感 （自己不全感）
および過剰適応傾向の過剰な外的適応行動 （自己
抑制行動、他者配慮的行動） への影響に関する仮
説モデルを構築し、共分散構造分析によってモデ
ルの検討を行った。分析の結果、心理的居場所感
における役割感から過剰適応傾向の内的不適応感
にあたる自己不全感への負の影響、および自己不
全感を介して過剰適応の過剰な外的適応行動にお
ける自己抑制行動および他者配慮的行動に正の影
響を及ぼすことが示された。一方で、心理的居場
所感における安心感および被受容感から、過剰適
応傾向の内的不適応感にあたる自己不全感、およ
び自己不全感を介して過剰適応の過剰な外的適応
行動における自己抑制行動および他者配慮的行動
には影響を及ぼさないことが示された。
心理的居場所感から過剰適応傾向における内的
不適応感および過剰な外的適応行動に関連性が
あったことについて、過剰適応行動は承認欲求に
よって高められる （益子、2008） ことや他者から
の評価を受けて高まる随伴性自尊感情に影響を及
ぼすこと （益子、2009a） が示されている。本研究
の結果は、これらの先行研究を支持するもので
あったと言えるだろう。役割感は「自分が誰かの
は心理的居場所感における安心感と役割感との間
に負の相関がみられ、それ以外の変数とは相関が
みられない結果となった。
過剰適応傾向の内的不適応感における自己不全
感と心理的居場所感における安心感、役割感、被
受容感との間に負の相関がみられた。これは、後
藤・伊田 （2013） の研究結果と類似する結果が得
られたと考えられる。このことから、一緒にいる
ことで安心できる （安心感）、自分自身が周囲の
役に立っている、頼りにされていると感じられる
（役割感）、無条件に自分自身を受け入れてもらえ
ていると感じる （被受容感） 場所や関係性がある
ことで、自身に対して優れていない、完全でない
と感じること （自己不全感） が緩和されることが
示された。
過剰な外的適応行動における自己抑制行動と心
理的居場所感における安心感、役割感との間に、
それぞれ負の相関がみられた。これは、後藤・伊
田 （2013） の研究結果と類似する結果が得られた
と考えられる。一緒にいることで安心できる（安
心感）ことや、自分自身が周囲の役に立っている
と感じられる （役割感） 場所や関係性があるとい
うことで、自身の気持ちを抑え、考え等を周囲に
伝えないといった行動 （自己抑制的行動） が軽減
することが示唆された。一方で、自己抑制的行動
と被受容感との間には、ほとんど相関がみられな
かった。このことから、自身の気持ちを抑え、考
えを周囲に伝えないといった行動（自己抑制的行
動）と無条件に自分自身を受け入れてもらえてい
るという場所や関係性 （被受容感） とは関連がな
いことが示された。
過剰な外的適応行動における人から良く思われ
たい欲求と心理的居場所感における安心感、役割
感、被受容感との間には、ほとんど相関がみられ
なかった。このことから、一緒にいることで安心
できる （安心感） ことや、自分自身が周囲の役に
立っている、頼りにされていると感じられる （役
割感）、無条件に自分自身を受け入れてもらえて
いると感じる （被受容感） 場所や関係性があるこ
とと、人からポジティブな評価を受けようとする
ための行動 （人から良く思われたい欲求） とは関
連がないことが示された。
過剰な外的適応行動における他者配慮的行動と
心理的居場所感における安心感、役割感、被受容
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役に立っている、必要とされていると感じられる
こと（役割感）が内的不適応感（自己不全感）お
よび過剰な外的適応行動（自己抑制行動・他者配
慮的行動）を軽減させるために有効な手段である
という示唆を得ることができた。そのため、過剰
適応傾向の高い者に対しては、役割を与えて役に
立っていると感じられるような環境や関係性づく
りの必要があると考えられる。
付 記
本論文は、第一著者が昭和女子大学院生活機構
研究科に提出した修士論文 （2019年度） の一部を
加筆修正し、再構成したものである。
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結　語
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応傾向の内的不適応感における「自己不全感」へ
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仮説は一部支持されなかった。
本研究では、心理的居場所感、特に自分自身が
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